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はしがき 

 

  本報告書は、日本財団の 2016 年度助成事業「船舶関係諸基準に関する調査研究」の一環として実施し

た「船舶水中騒音の海洋生物への影響に関する調査研究（水中騒音プロジェクト）」の成果をとりまとめ

たものである。 

本プロジェクトでは、生物多様性条約（CBD）における議論や国際海事機関（IMO）の動向等について

国際的に情報収集を進めるとともに、船舶から発生する水中騒音の計測、船舶運航に対する鯨類の反応行

動等について調査研究を実施した。 
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－1－ 

1. はじめに（調査研究の背景･目的） 

1.1 背景及び目的 

 生物多様性条約（Convention on Biological Diversity：CBD）の下に置かれている会議では、船舶等の人為

的な騒音が海棲哺乳類等の海洋生物に悪影響を与えていることから対策を講ずべきという意見が出ている。

これに対して、わが国は因果関係などの科学的知見が十分でないと反論した。その結果、各国に船舶等の

人為的な騒音と海棲哺乳類等の海洋生物の関係についての科学的研究の実施が要請された。また、国際海

事機関（IMO）においても、2014 年 4 月に船舶の騒音対策に関する非強制ガイドライン（商船からの水中

騒音低減のためのガイドライン）が承認されているが、以前から数値目標の設定を繰り返し主張している

国もあるため、IMO での議論の動向についても引き続き注意を要する。 

これらの会議では、船舶を騒音源の一つとして問題視しており、今後の議論の行方次第では、船舶の騒

音対策を講ずべきとする方向に議論が発展することが懸念される。今後の議論において対抗するためには、

船舶の騒音と海棲哺乳類の因果関係などの科学的知見が必要である。したがって、船舶水中騒音に対する

科学的根拠のない規制の導入を回避するため、海洋生物に対する船舶水中騒音の影響について、定量的か

つ科学的なデータを取得し、特に、海洋生物が許容できる騒音レベルを明らかにする。 

 

1.2 調査研究の内容 

国内の専門家、学識経験者、有識者等から構成されるステアリング・グループ（SG）会議を開催し、IMO

及び CBD における船舶水中騒音に関する審議動向注視した（今年度は特段の動向の変化なし）。また、上

記目的を達成するため、次に掲げる調査研究を実施した。 

 

 西伊豆沖における船舶水中騒音計測（第 3 章） 

 小笠原海域におけるザトウクジラ行動の音響による計測（第 4 章） 

 小笠原海域におけるザトウクジラ行動の目視による観測（第 5 章） 

 小笠原海域におけるザトウクジラの遭遇船舶騒音とザトウクジラ行動との関係（第 6 章） 

 小笠原海域における船舶放射雑音伝搬計算（第 7 章） 
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